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豊田地区 笠間地区 小菅ケ谷地区 本郷中央地区 本郷第三地区 上郷西地区 上郷東地区

データでみる栄区（栄区統計要覧）
横浜市栄区

ヨコハマ地域活動・サービス検索ナビ
～身近な地域活動を紹介します～　横浜市

上郷東地区

スポーツ推進委員
青少年指導員

消費生活推進員、保健活動推進員
環境事業推進委員
民生委員・児童委員
主任児童委員

シニアクラブ連合会
子ども会連絡協議会
交通安全母の会

上郷町内会、庄戸一丁目町会
庄戸二丁目町会、庄戸三丁目町会
庄戸四丁目町会、庄戸五丁目町会
長倉町自治会、上郷ネオポリス自治会

東上郷青葉ヶ丘自治会
みどりが丘自治会
上郷台共同住宅自治会

上郷東地区社会福祉協議会
上郷東連合町会
事務局：上郷東地区支援チーム
 （栄区役所・栄区社会福祉協議会・
 地域ケアプラザ）

推進体制

子育て
サークル

サロン

趣味

隣近所

ボランティア
仲間

習い事
友人

仕事

地域の
居場所

企業
事業所・施設

防犯
パトロール

健康づくり

あいタク

移動販売

ちょこっと
ボランティア

学習支援

学校
郵便局・警察署　
消防署
新聞販売所

共助

自助

公助

自分・家族

咲

かせ
よう！
上東・つながるプラン

行政

福祉サービス
介護保険

医療
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１　他の分野別計画との関係性

色々 な計画と連動して
取組を進めているよ

地域福祉保健計画と
他の分野別計画との関係

分野別の福祉保健行政を
横断的に展開する仕組みづくり

個別法による対象者のニーズに
応じたサービス量の整備など

本計画の取組と連携しながら計画
的に推進

権利擁護及び生活困窮に対応する
取組が、本計画における早期発見・
支える仕組みづくりの取組と重な
るため、成年後見制度利用促進基
本計画については、本計画の一部
として位置付け、一体的に策定し推
進

分野別の計画を
横断的につなぐ基本の仕組み
・地区別計画 ・地域ネットワーク
・住民活動間の横の連携支援
・行政、専門機関、市民活動団体
などの横の連携

第 ５ 期横浜市地域福祉保健計画
栄区地域福祉保健計画

横浜市成年後見制度
利用促進基本計画

横浜市生活困窮者
自立支援制度業務推進指針

健
康
横
浜
21

横
浜
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

横
浜
市
障
害
者
プ
ラ
ン

よ
こ
は
ま
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
計
画

（
横
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

　介
護
保
険
事
業
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進
計
画
）

計画の位置づけと策定の経過07
横浜市では高齢者・障害者・子ども・健康といった福祉保健の分野ごとに、目指す姿や具体的な取組
などをまとめた計画を策定・推進しています。
さかえ・つながるプランは“地域”という視点で、分野別計画を横断的につなぐことにより、子どもから 
高齢者まで年齢や障害の有無、性別や国籍の違いに関わらず、すべての人の地域生活を支え、安全・
安心を感じるまちを目指しています。
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目標に対して、どのような取組を行ったのか、どのような効果があったのかなどの振り返りを年度
ごと、中間年度、最終年度にそれぞれ行うことで、今後の活動に活かしていきます。
振り返りは以下の視点で実施します。

地域の代表者や福祉・保健・医療団体関係者及び有識者（学識経験者）などで構成された「栄区地域福
祉保健推進会議」において、計画の推進や振り返り、評価、策定などについて協議・検討を行いました。

　各地区が主体となって、振り返りを実施します。

　 栄区地域福祉保健推進会議の委員や事務局が中心となって、振り返
りを実施します。

２　策定の経過

３　計画の取組状況の振り返り

①課題解決の視点
　地域にとってどのような良いことが起こったか
②住民参画の視点
　地域の皆さんで、積極的に取り組めたか
③協働の視点
　いろいろな人や団体と一緒に取り組めたか

年度 内容（一部抜粋）

令和５年度  地域福祉保健推進会議
第1回：第４期計画振り返り・意見交換（工夫したこと、新しく取り組んだことなど） 
第2回：第４期計画振り返り・意見交換（地域福祉保健に関する活動の中で課題に感じていること） 

 さかえ・つながるフォーラム　開催

令和６年度  第１回地域福祉保健推進会議
第４期計画振り返り・意見交換（第５期計画における課題解決に向けて取り組みたいこと）

ヒアリングの実施
■実施対象：地区別計画推進母体、地域福祉保健活動団体、区役所（各部署）など、約60団体
■調査項目：団体から見た現状の課題、今後取り組みたいこと、発展・拡充したいこと、連携・協力してい
きたい団体、地福計画の認知度向上について　他

栄区地域福祉保健計画区民アンケートの実施　※
■調査対象：住民基本台帳から無作為抽出した栄区内に居住する18歳以上の方3,000人
■回 収 数：1,405票

第５期計画の基本理念及び目標の方向性（案）に関する意見募集
 さかえ・つながるフォーラム　開催
 第２回地域福祉保健推進会議

第４期計画振り返り・第５期計画骨子の確定、意見交換（各団体（分野）で取り組んでいることや課題）

令和７年度  地域福祉保健推進会議
第1回：第５期計画の素案について・意見交換（行動目標につながる各団体（分野）の具体的取組について）
第2回：第５期計画の素案確定・意見交換

区民意見募集の実施　（令和７年11月1日～12月5日）
 第３回地域福祉保健推進会議

●第５期計画の策定
 さかえ・つながるフォーラム　開催

●第５期計画の公表

※ アンケート
結果

１　地域で活動する活動団体など

このほかにも地域では、さまざまな団体やグループが活躍しています。行政や
公共の取組だけでなく、身近な場所で活動する自主グループやボランティア
の存在も、地域のつながりや支えあいを広げる大切な力になっています。

振り返りの
ポイント

● 地区別計画

● 区計画

自治会町内会
地域に居住する人々が、身近な問題を解決したり地域の人々との結びつき
を深めながら、豊かで住みやすいまちづくりを目指して自主的に運営して
いる民主的な団体です。

地区社会福祉協議会
（地区社協）

地域住民に最も身近な社協として「自分たちの地域は、自分たちで良くし
ていこう」という想いで組織された任意団体で、それぞれの地域の特性を
活かした活動を行っています。

栄区保健活動推進員会
自治会町内会の推薦を受けて市長に委嘱された地域の健康づくり活動の推
進役、横浜市の健康施策のパートナーです。地域において生活習慣病の予
防などの健康づくり活動や、活動に取り組む環境を支援する役割を担って
います。

栄区食生活等改善推進員会
（愛称　ヘルスメイト）

食生活など改善推進員会は「私たちの健康は、私たちの手で」をスローガン
に、食生活・運動・休養の健康づくりを地域に普及している団体です。乳幼
児から高齢者までの健康づくりや食育の啓発活動を地域と連携し推進して
います。

栄区医師会、歯科医師会、
薬剤師会

医師・歯科医師・薬剤師としての地域医療活動に加え、休日急患診療所・訪
問看護ステーション・居宅支援センター・在宅医療相談室・在宅歯科医療相
談室の業務を行い、地域医療・救急医療・在宅医療・地域福祉・保健衛生に対
応しています。

栄区民生委員児童委員
協議会

民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱された特別職の地方公務員で
す。地域の身近な相談相手として、介護や子育てなど福祉に関する様々な
相談に応じ、区役所や関係機関を紹介する「つなぎ役」として活動しています。

栄区地域子育て支援拠点
にこりんく

就学前の子どもとその保護者が遊び、交流するスペースの提供、子育て相
談、情報の提供などを行う子育て支援拠点です。地域の中での預け・預か
りあいをコーディネートする横浜子育てサポートシステムの事務局も担っ
ています。

栄区主任児童委員連絡会
主任児童委員は子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生委員・
児童委員です。相談内容に応じて、エリアを担当する民生委員・児童委員
や区役所、学校、児童相談所などと連携して支援を行っています。

栄区青少年指導員協議会
青少年指導員は、青少年健全育成を目的として、自治会町内会や学校など
地域と連携しながら、青少年の自主活動とその育成活動を推進しています。
地域の子どもたちに向けたイベントの企画実施や各地区のパトロールを
行っています。

栄区青少年の地域活動拠点
フレンズ☆SAKAE

中高生世代を中心とした青少年が安心して過ごすことのできる居場所で
す。青少年が同世代の仲間と様々な体験や交流をする場として利用されて
います。

栄区シニアクラブ連合会
シニアクラブは、高齢者が住み慣れた地域での仲間づくりをとおして、生
きがいと健康づくり、生活を豊かにする楽しい活動を行っています。集い
の場づくりなどをとおして高齢者相互の支えあい活動を進めています。

基幹相談支援センター 障害のある方や、その家族のための総合相談支援機関です。地域の方や関
係機関と連携し、地域づくりに取り組んでいます。

08 団体・委員紹介



5857

年齢階層別人口構成（令和7年9月）

家族類型別世帯数の推移

２　委員名簿（栄区地域福祉保健推進会議） 令和８年2月時点（敬称略）

15歳未満 15~64歳 65~74歳 75歳以上

豊田
地区

0

20

40

60

80

100

笠間
地区

小菅
ケ谷
地区

本郷
中央
地区

本郷
第三
地区

上郷
西地
区

上郷
東地
区 栄区

（％）

18.7

11.2

60.3

9.8

14.4

11.0

63.6

10.9

16.6

9.4

61.3

12.7

25.0

10.7

55.1

9.2

15.9

10.1

62.7

11.4

29.9

8.8

50.1

11.2

26.4

12.4

52.1

9.1

20.1

10.7

58.7

10.5

（人）

0

20,000

40,000

60,000

30.5

31.0

31.5

32.0

32.5

33.0

33.5

34.0

34.5

35.0

35.5
（％）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

夫婦と子 ひとり親 単身世帯 その他夫婦のみ 単独世帯の割合

52,437 51,910 50,429
48,083

45,401
42,753

34.5
34.9

35.1

34.7

33.5

32.1

※構成比は少数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはなりません。
出典：横浜市統計ポータルサイト

出典：横浜市将来人口推計より作成

分野 委員氏名 団体・役職など

地区別計画推進母体

山形　清一 豊田地区地域支えあい連絡会　会長
豊田地区社会福祉協議会　会長

指田　弘 笠間連合町内会自治会　会長

田中　健次 第４期小菅ヶ谷つながるプラン推進会議　代表
小菅ヶ谷連合町内会自治会　会長

長沼　勳 本郷中央地区支えあい連絡会　会長
本郷中央連合町内会自治会　副会長
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平均寿命・健康寿命（令和３年）

要介護認定者数・要介護認定率の推移（65歳以上）

自治会町内会の加入世帯数と加入率の推移

地域の活動にスタッフ・ボランティアとして
参加したことがある人の割合（令和６年）

地域活動に参加したいと
思う条件（令和６年）
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出典：栄区高齢・障害支援課

出典：第３期 健康横浜21より作成

栄区の健康寿命は、「平均自立期間」の値です。平均自立期間とは、「日常生活に介護を要しない期間の平均」のことで、
健康寿命の考え方の一つです。

栄区の平均寿命、健康寿命はいずれも女性の方が男性よりも長くなっていますが、平均寿命と健康寿命の差は男性
の方が女性より短くなっています。

健康寿命 平均寿命

74 76 78 80 82 84 86 88 90 92

p60 上

81.76
83.26男性

栄　区 85.75
89.40女性

80.25
81.97男性

横浜市 84.16
87.71女性

フレイルとは？
フレイルとは、年齢を重ねたり、病気になったりすることで、体力や気力、認知機能など、からだとこころの機能（は
たらき）が低下し、将来介護が必要になる危険性が高くなっている状態をいいます。
フレイルは、「健康」と「要介護状態」の“中間の状態”であり、早く気づいて予防することで状態の維持・改善が期待で
きます。また、フレイル予防には、４つの柱（運動・口腔・栄養・社会参加）が大切です。地域では様々な健康づくりや
フレイル予防のための活動が行われています！

さらに
詳しく知りたい方は

コチラ▶︎

フレイル予防 栄区における
４つの柱

フレー！フレー！
フレイル予防

健康長寿さ・か・え
（４つの柱）

0

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

0

60

70

80

90

100

加入世帯数（世帯）
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71.4
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（各年４月１日現在）

加入率（％）

39,091
41,115

77.6 76.5
74.8 74.4

40,795 40,444 40,575

p61 上

n=1403

n=1403

（％） （％）

p61 下

１ お祭り、季節の行事など

２ 健康づくりの活動

４自治会、町内会の活動

５ こども会の活動

６ 老人クラブの活動

12 その他

９ 障害当事者の活動や、
障害児・者を支援する活動

３ 趣味やスポーツの
集まりなどの活動

８ 高齢者の集いの場や
見守り活動

11 防犯・防災・交通安全
などの活動

７ 子どもや青少年支援の
活動

10 地域の清掃活動や
美化活動

23.7

その他

不明

内容に興味があれば

時間的に余裕があれば

近ければ

50.9

14.5

4.8

6.3

8.5

9.2

13.9

15.0

15.9

46.13.2

5.8

25.3

7.0

2.6

9.6

4.8

3.8

9.8

8.1

1.6

家族や友人、知人
などに誘われたら

健康づくりに
なりそうなら

新たな仲間・友人が
できそうなら

参加費があまり
かからなければ

情報があれば

出典：栄区地域振興課

出典：令和６年度栄区地域福祉保健計画区民アンケート調査 出典：令和６年度栄区地域福祉保健計画区民アンケート調査
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災害時に備えた顔の見える関係づくり
地域の大人たちに見守られていると思いますか

回答内容 全体 小学５年生 中学２年生
回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

そう思う 208 46.0％ 136 54.2％ 72 35.8％
少しそう思う 189 41.8％ 88 35.1％ 101 50.2％
あまり思わない 46 10.2％ 27 10.8％ 19 9.5％
思わない 9 2.0％ 0 0.0％ 9 4.5％
無回答 5 5 0
合計（n）　※無回答除く 452 100.0 251 100.0 201 100.0

見守られていると思う理由（複数回答あり）
n=全体　457、小学５年生　256、中学２年生　201

回答内容 全体 小学５年生 中学２年生
回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

あいさつをしてくれる 204 44.6％ 92 35.9％ 112 55.7％
登下校の見守りをしてくれる 98 21.4％ 78 30.5％ 20 10.0％
防犯パトロールをしてくれる 41 9.0％ 26 10.2％ 15 7.5％
話しかけてくれる 39 8.5％ 22 8.6％ 17 8.5％
関わりがない 36 7.9％ 16 6.3％ 20 10.0％
無視される 20 4.4％ 12 4.7％ 8 4.0％
注意される・叱られる 10 2.2％ 7 2.7％ 3 1.5％
その他 16 3.5％ 8 3.1％ 8 4.0％

地域で顔の見える関係づくりを進めるためには何が必要だと思いますか（いくつでも）

災害時に地域での助けあいが上手くいくためには、日頃からお互いを気に掛けあうなど顔の見える
関係づくりに取り組むことは必要だと思いますか。

栄区の子ども達の声

地域の福祉保健に関する情報の入手先（令和６年度）
（％）

n=1250

近所でのあいさつ・声かけ

近所での日頃からの付き合い

自治会町内会活動への参加（防犯や美化活動など）

住民一人ひとりがまちづくりに関心を持つこと

いろいろな世代の交流の場をつくること

祭りなど行事への参加

役員任せにせず、一人ひとりが責任を持つこと

趣味を通じてのグループづくり

活動を展開するリーダーの存在

その他

不明

83.2

4.3

1.3

9.6

10.9

17.6

19.7

19.8

24.3

36.1

49.6

全体
（n=1403）

0% 25% 50% 75% 100%

必要だと思う

必要ないと思う わからない 不明

とても必要だと思う

p63 上

37.1 52.0 7.1
2.1

1.7

全体
（n=1403）

0% 25% 50% 75% 100%

必要だと思う

必要ないと思う わからない 不明

とても必要だと思う

p63 上

37.1 52.0 7.1
2.1

1.7

出典：栄区こども家庭支援課

データで見る栄区 令和６年度栄区地域
福祉保健計画

区民アンケート調査

区民意識調査 センター統計資料集

（％）
広報よこはま（市・区発行の広報紙）
自治会町内会の回覧板・掲示板など
自治会町内会役員などからの情報

家族・知人などからの情報
タウン情報誌

公共施設の配架チラシ・パンフレット
地域ケアプラザからの情報

栄区ウェブサイト（ホームページ）
新聞・テレビ・ラジオ

SNS X（旧Twitter）LINE、YouTubeなど
一般のウェブサイト（ホームページ）

特にない
その他
不明

53.8
45.3

12.9
10.5
10.3
8.9
7.8
6.4

5.4
2.9

2.3

20.7
1.3
4.2

n=1403

出典： 令和６年度栄区地域福祉保健計画
区民アンケート調査

出典：令和６年度栄区地域福祉保健計画区民アンケート調査
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　計画を作ったからといって、必ず新し
いことを始めなければならないわけでは

ありません。むしろ、今地域で行われている活
動を大切にしながら、それを続けやすくするた
めの仕組みを考えるのが目的です。計画は“こ
れまでの取組を見える化し、みんなで共有
する地図”のようなもの。また、新しい負担を
増やすためではなく、今ある活動を応援し、必
要なところを少しずつ改善するためのものなん
です。
　既存の活動で充足しているなら、それを計画
に載せることで『この活動は地域の力として大
切にされている』と確認できます。
　また、今は課題がなくても、少子高齢化や災
害など、将来の変化に備えるために“方向性を示
す地図”として計画が必要なんです。

一見福祉と関係ないと思える活動も、
実は地域福祉保健計画につながっている

んですよ。たとえば、清掃活動や夏祭り、防災
訓練が人と人が顔を合わせるきっかけになり、
見守りや助けあいにつながります。平時からの
つながりが、いざという時に不安をやわらげる
大きな力になります。
　このように、こうした活動は、地域の“つなが
り”を強くする大切な要素で、計画の目指す『支
えあうまち』に直結しています。つまり、計画
は“福祉に関することだけ”ではなく、“地域の暮
らしを守るすべての活動”を応援するものなん
です。

　『支えあい』は確かに自然に生まれるもの
です。他者から無理に押し付けても、本当

の共感や自発的な行動にはつながりません。
　だからこそ、地区別計画は“上から決めるもの”
ではなく、地域の声を集めて、みんなで考えた
方向性をまとめたものです。
　計画として形にすることで、計画を見た人が

「こんな活動があるなら参加したい」と思い、協
力者が増えるきっかけになります。
　活動が「個人の思いや頑張り」だけでなく「地
域の仕組み」として残りやすくなります。

計画は「地域の地図」。活動が見える化される
ことで、他の団体や住民との連携がしやすくな
ります。
　つまり、計画は“自然な支えあいを広げるため
のサポート役”であり、地域の思いを大切にしな
がら、みんなで進むための“地図”なんですよ。

　計画というと“数字で達成度を評価する”
イメージがありますが、地域福祉保健計画、

特に地区別計画では必ずしもそうではありません。
『誰もが安心して暮らせる地域』という目標は、数
字で完全に測るのは難しいですよね。それはこの
計画は“地域の方向性を示すもの”だからです。そ
のため、評価の方法も、数字だけにこだわる必要
はありません。大切なのは“地域でどんな変化が起
きているか”をみんなで感じることです。
　たとえば、『あいさつを毎日する』『顔見知り
が増えた』といった変化も立派な成果です。数
字だけで評価するのではなく、地域の声やエピ
ソードを大切にしながら、少しずつ良くしてい
くのが目的です。

計画が策定されると、新しいことを
やらなくてはいけないのでしょうか？
すでに取り組んでいる活動もあり負担
に感じています。

自治会町内会で清掃活動や夏祭りの企画
など、地域の活動に参加しています。
でも地域福祉保健計画は、“福祉のこと”
だから自分の活動とは関係ないですよね？

「支えあい」や「つながり」って日々の生活
の中で自然に芽生えるんじゃないかな。
計画っていわれると上から押し付けられ
ているような気がしてしまって・・

計画というからには、数値目標があっ
て、達成できたかどうか評価してい
く必要があるのでしょうか？

地域福祉保健計画では「プロセスゴール」とい
う考え方が大切です。
目標達成（ゴール）だけでは見えてこない、
途中の過程（プロセス）で「どうやって協力者を

増やしていったのか」「どういう風によくなっていったの
か」などということを関わった人たちが実感することがで
きれば、仮に目標達成ができていなくても十分に意味の
ある大切な取組なんですよ。

コラム

誰もが「自分らしく」いられる栄区へ
かつて子どもだった私たちが、地域の温もりに包まれて育ったように̶

今度はその温もりを、次の世代へと手渡していく番です。
障害がある人も、高齢者も、子育て中の親も、子どもたちも…

誰もが「特別」ではなく「当たり前」にそこにいて、笑いあえる場所。
それは、誰かが用意するものではなく、私たち一人ひとりの思いやりで育まれるもの。

あいさつが交わされるだけで、まちは少し明るくなる。
見守る目があるだけで、誰かの孤独が少し和らぐ。

そして、一人ひとりのほんの少しの「できること」が、誰かの支えになる。
時代が変わっても、心のつながりは変わらない。
デジタルの力も借りながら、世代や文化を越えて、

「ここにいてよかった」と思える地域を、日々 の幸せの積み重ねを
みんなでつくっていきましょう。

さかえ♥つながるプラン

～何だか難しく感じてしまう、
　　　地域福祉保健計画のこと～

豊田　宗裕 先生
聖徳大学　心理・福祉学部
社会福祉学科教授
さかえ・つながるプランの
推進委員


